
多文化共生のまちと人を作るための

参加
無料ボランティア勉強会

今回、全６回の概要紹介をさせていただきます。
各回の詳細は決まり次第、ホームページ等で広報いたします。

多文化共生勉強会①

日時：5月13日（日）10:00
内容：在住外国人の方はどのよ

うなことで困っているか
を知り、ボランティアと
して何ができるか考える

市役所見学会

在住外国人が市役所で手
続きをする際にお手伝いが
できるように一緒に学ぶ会

語学ボランティア
勉強会

語学を使ってボランティア活
動をするには…実際に活動を
している方々にお話を聞く会

やさしい日本語
勉強会

在住外国人にもわかりやす
い「やさしい日本語」への
翻訳の仕方等を学ぶ会

多文化共生勉強会②

「鹿児島におけるグロー
バル化の現状と課題

～技能実習生を取り巻く現状を
踏まえて私たちにできること～」

期間：2018年 5月～12月（全６回予定）

参加をご希望の方は 下記により ハガキ・Ｅメール・ＦＡＸ等でお申込みください。

kokusai@kiex.jp（公財）鹿児島市国際交流財団
事務局 〒892-0816 山下町15-1  TEL(099)226-5931 FAX (099)239-9258

第2回
多文化共生勉強会 ② 講師：酒井佑輔先生

日時 市教育総合センター（山下町6-1）

①～⑥を添えて 下記財団事務局までお申し込みください。

① ボラ勉強会【第２回】参加希望 ②氏名 ③ふりがな ④住所（〒）
⑤（日中連絡のとれる）電話番号 ⑥簡単な自己紹介（職業・学校やボラ経験など）

事前申込制
【第2回】 締切

7/25
先着順30名程度

外国人ママ支援
勉強会（女性限定）

外国人ママが異国でも安心
して出産・育児ができるよ
うお手伝いができないか…
一緒に可能性を見つける会

場所7月29日（日）10時～12時

鹿児島における在留外国人（特に技能実習生）の現状や課題を網羅的に
踏まえたうえで、多文化共生のまちづくりに向けて 私たちボランティア
に何ができるのか グループワークなどを交えながら 一緒に考えます。

内容

応募方法

【第2回】開催要項 ※【第3回】開催要項は裏面

2018.07.21 up date

※前回参加済みの方は、①②⑤のみで結構です。

鹿児島大学 法文学部法経社会学科
地域社会コース 准教授



多文化共生のまちと人を作るための

参加
無料ボランティア勉強会

今回、全６回の概要紹介をさせていただきます。
各回の詳細は決まり次第、ホームページ等で広報いたします。

多文化共生勉強会①

日時：5月13日（日）10:00
内容：外国人住民の方はどのよ

うなことで困っているか
を知り、ボランティアと
して何ができるか考える

市役所見学会

外国人住民が市役所で手
続きをする際にお手伝いが
できるように一緒に学ぶ会

語学ボランティア
勉強会

語学を使ってボランティア活
動をするには…実際に活動を
している方々にお話を聞く会

やさしい日本語
勉強会

外国人住民にもわかりやす
い「やさしい日本語」への
翻訳の仕方等を学ぶ会

多文化共生勉強会②

「鹿児島におけるグロー
バル化の現状と課題

～技能実習生を取り巻く現状を
踏まえて私たちにできること～」

期間：2018年 5月～12月（全６回予定）

参加をご希望の方は 下記により ハガキ・Ｅメール・ＦＡＸ等でお申込みください。

kokusai@kiex.jp（公財）鹿児島市国際交流財団
事務局 〒892-0816 山下町15-1  TEL(099)226-5931 FAX (099)239-9258

第3回
やさしい日本語 勉強会 和田礼子先生

日時 市教育総合センター（山下町6-1）

①～⑥を添えて 下記財団事務局までお申し込みください。

①ボラ勉強会【第３回】参加希望 ②氏名 ③ふりがな ④住所（〒）
⑤（日中連絡のとれる）電話番号 ⑥簡単な自己紹介（職業・学校やボラ経験など）

事前申込制
【第3回】 締切

7/31
先着順 30名程度

外国人ママ支援
勉強会（女性限定）

外国人ママが異国でも安心
して出産・育児ができるよ
うお手伝いができないか…
一緒に可能性を見つける会

場所8月5日（日）10時～12時

基調講義＆グループワーク
「やさしい日本語」とは？ 災害時だけでなく 日常の中で 外国の方と日本語
でおしゃべりするには、どんなことに気をつければよいのか。
そして「やさしい日本語」はどんな社会を目指しているのか、考えます。

講師

応募方法

【第3回】開催要項 ※【第2回】開催要項は裏面

2018.07.21 up date

※前回参加済みの方は、①②⑤のみで結構です。

鹿児島大学総合科学域総合教育学系
総合教育機構グローバルセンター教授

内容


